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●地域見守りネットワーク事業
地域住民による助けあいや支えあい活動を推進し、地域で支援を必要とす
る方に対し、地域で見守ることのできる仕組みづくりを進めています。

●「ふれあいサロン」の活動支援
地域住民が主体となって、主に歩いて行ける場所等に、高齢者や障害者、子
育て中の親などが集う、交流の場（サロン）づくりを推進します。活動費の助
成や立ち上げ、運営に関する相談も行っています。

●ふれあい型食事サービス ●地域の絆づくり支援事業 ●つくばさわやかサービス ●まつりつくば「ふれあい広場」の運営
●介護支援ボランティア育成事業  ●ボランティアセンターの運営・各種ボランティア養成講座

1. 地域で支えあうまちづくりのために

●シルバークラブの育成支援
概ね60歳以上の方で自主的に組織されており、健康増進、社会奉仕、教養
講座などを行うシルバークラブの支援を行っています。
●高齢者いきいきサロン
概ね60歳以上の市民の方を対象に、仲間づくりや生きがいづくりを見つけ
られるよう市内4ヶ所の会場で、自由に参加できるサロンを開催しています。

●介護予防事業「こころとからだの健康教室」 ●健康福祉祭いばらきねんりんスポーツ大会 ●生活支援サポーター養成講座 
●介護保険事業（居宅介護支援・訪問介護事業） ●茎崎地域包括支援センターの受託運営  ●老人福祉センターとよさと管理運営

2. 高齢者の生きがいづくりや生活のために

●みんなでDO!スポーツ
知的障害者を対象に、簡単なスポーツ等を実施し、心身のリフレッシュを図
るとともに、家族の介助や精神的負担の軽減、学生ボランティアとの交流を深
めています。

●障害者相談支援事業・障害者ホームヘルプサービス
指定障害福祉サービス事業者として、障害福祉サービスの支給決定を受け
た方に対し、自立した生活が送れるよう相談支援や家事、介護などのサービスを提供しています。

●夏休みふれあいサロン  ●チャレンジアートフェスティバル

3. 障害（児）者のために

●つくば子育てサポートサービス
地域で子育ての支援を受けたい方、支援を行いたい方が会員になり、乳幼
児の保育や家事援助等の相互援助活動を推進します。

●子どもの学習支援事業
要件に該当する児童や生徒を対象に、ボランティアの協力を得ながら、週2
回学習支援教室を開催し、学びの場を提供しています。

●おもちゃライブラリー  ●とよさと子どもまつり

4. 子どもや児童のために

依頼に応じて地域に出向く、地域福祉出前講座、福祉移動教室を実施しています。  ☎879-5500 地域福祉係

令  和  元  年  度   事  業  計  画令  和  元  年  度   事  業  計  画
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声で情報を届けたい  ～けやきの会～
つくば市朗読ボランティア「けやきの会」は、平成 7

年に結成し、現在は 10 名で活動を続けています。
「社協通信つくば」音訳版の作成、別の音訳グループ

に参加して、市報・市議会だよりの音訳版作成もして
います。また、市内高齢者施設に出向き、朗読や紙芝
居、皆さんと一緒に発声練習をしたりと楽しんでもら
う活動も行っています。

音訳技術の維持、向上のための学習会や、文学作品
を中心に朗読の勉強会を定期的に行っています。声に
出して読むことは、作品を味わうこと、そして健康維
持にもつながります。興味のある方は、ぜひお問い合
わせください。お待ちしております。

【問合せ先】
つくばボランティアセンター　☎879-5898

「音訳」活動とは？
視覚障害のある方や目の不自由な方

のために、文字情報等を音声にして伝え
る活動です。感情を込めて読む朗読とは
異なり、聞き取りやすい音声で、正確に
伝えることが大切です。

親族以外の後見人等のうち、市区町村の研修を修了し
た一般市民は「市民後見人」と呼ばれています。

今後、ますます利用ニーズの高まる成年後見制度の担
い手として、判断能力の低下している方の生活を身近で
支え、地域住民としての活躍が期待される市民後見人の
養成に取り組んでいます。

過日 6 月 24 日に、養成研修の事前説明会が開催され、
32 名が参加されました。今後は、市民後見人養成講座（全
10 日間）を受講していただき、登録していただくことに
なります。

音訳奉仕員養成講座（初級）の募集は、社協HPと市報 7月号 P14に掲載されています。　8/23（金）必着

今年度新たに、市民後見人を養成します！

知っていますか？こんなボランティア活動！

▲熱心に学ぶ受講生

▲編集作業の様子

家庭裁判所本人・配偶者・親族・市町村長等

選 任

支援・身上保護・財産管理

申立て

成年後見制度のしくみ

裁 判 所

収 入 合 計  484,153 千円

 科　　目 （単位：千円）
補助金・助成金収入 164,057
受託金収入 141,721
介護保険・自立支援給付費収入 67,162
積立金取崩等収入 33,577
自主財源（会費・共同募金・寄附金） 37,959
サービス区分間繰入金収入＊ 12,548
事業・負担金収入 8,619
貸付事業償還金収入 500
退職共済預け金収入 12,544
雑収入・受取利息収入 5,466

＊サービス区分間繰入金収入・・事業間を移動するための科目

支 出 合 計  484,153 千円

 科　　目 （単位：千円）
法人運営事業費 221,380
地域福祉事業費 17,261
高齢福祉事業費 30,144
障害福祉事業費 6,843
児童福祉事業費 13,055
ボランティアセンター管理運営費 13,273
地域包括支援センター運営費 67,168
介護保険事業費 40,639
障害福祉サービス事業費 23,027
共同募金配分金事業費 14,809
資金貸付事業費 3,667
皆川重兵衛福祉基金活用事業費 5,587
収益事業（市民研修センター） 27,300

※科目名は、「社会福祉法人新会計基準」に基づき使用しています。
なお、事業計画及び資金収支予算の詳細につきましては、本会の事務所、または社協ホームページで閲覧できます。
また、平成 30 年度事業報告及び資金収支決算についても同様となります。　問合せ：財務係 ☎879-5500

令和元年度資金収支予算  総額 484,153千円

●日常生活自立支援事業
認知症高齢者や知的障害者・精神障害者等で判断能力が不十分な方を対

象に、福祉サービスの利用手続きや金銭管理の援助、書類等預かりサービス
を行い、利用者の日常生活を支援します。

●小口資金貸付事業・茨城県生活福祉資金貸付事業
緊急に経済的な援護を必要とする世帯や他の貸付制度が利用できない低

所得や高齢者世帯等を対象に、生活の安定と経済的自立を図ることを目的
に、資金の貸付を行います。

●成年後見制度推進事業  ●生活困窮援助物資支給事業  ●車いす貸出し事業

5. 生活を支えるために

●福祉相談事業（事前予約制）
弁護士による法律相談（月3回：毎月第2・3・4木曜日）
司法書士による相談（月1回：毎月第3水曜日）
子育て・子どもの悩み相談（年26回：毎月第1・3・5金曜日）

●法人の運営に関すること、地域福祉推進に活用させていただいている社協会費、
共同募金（赤い羽根募金・歳末たすけあい募金）の募集、ご寄付の受付、広報事業、
皆川重兵衛福祉基金活用事業、市民研修センター（指定管理者）等を行っています。

6. 法人運営事業

令  和  元  年  度   事  業  計  画令  和  元  年  度   事  業  計  画

成年後見人等
（社協、弁護士、親族、市民後見人等）


